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論 文 内 容 の 要 旨 
 本論文は、元代の雑劇を中心とする中国古典戯曲に登場する人物の人物形象に関する論
考をまとめたものである。現存する雑劇の作品は、作者名が伝わるものと、そうでないも
のとがあるが、本論文においては、前者のうち、雑劇作家として定評の高い関漢卿や白仁
甫の作品に焦点をあて、そこに登場する人物がいかなる形象のもとに描かれているか、ま
た、人間としての感情、とくに夫婦間の愛情や恋人同士の恋愛感情が劇中においてどのよ
うに表現されているかを分析し、さらに、それらの感情描写が物語の展開や構成とどのよ
うに関わっているかを具体的かつ詳細に分析したものである。 
 本論文は四つの部分によって構成されている。その内容を章題によって示せば、以下の
如くである。 
 
序章  
第一部 関漢卿の恋愛劇に関する考察 
第一章 関漢卿の恋愛劇における〈もの思い〉の位置 
第二章 女性の嫉妬から見た関漢卿の恋愛劇  
第二部 白仁甫『梧桐雨』雑劇に関する考察 
第一章 『梧桐雨』雑劇の中秋月宮行 
第二章 『梧桐雨』雑劇の晩秋の季節  
第三部 王伯成『天宝遺事諸宮調』に関する考察 
第一章 『天宝遺事諸宮調』の物語展開と季節描写 
第二章 『天宝遺事諸宮調』の輯録状況について  
第三章 『天宝遺事諸宮調』における海棠と蓮の描写 
第四部 三国劇に関する考察 
第一章 元雑劇の関羽像 ～神格化の表現を中心として～ 
第二章 二十一世紀の京劇と三国志 
第三章 現在の京劇における三国志の描かれ方 ～伝統劇を中心として～ 
終章 
 
以上のように，本論文は先ず，第一部「関漢卿の恋愛劇に関する考察」において、元雑
劇四大作家の筆頭に挙げられる関漢卿の恋愛劇を取り上げ、人物描写のあり方とその特徴
を論じている。第一章「関漢卿の恋愛劇における〈もの思い〉の位置」では、関漢卿の恋
愛劇においては〈もの思い〉の感情を表す場面が劇全体の物語展開と密接な関わりをもつ
ことを指摘し、その点にこそ他の作家と一線を画する関漢卿独自の特徴が見られるとする。
続く第二章「女性の嫉妬から見た関漢卿の恋愛劇」では、関漢卿の恋愛劇には「正旦」（女
性の主人公）の嫉妬が描かれることにより、その恋愛感情が強く印象づけられるものの、
同時にそれが恋人との結婚を遠ざける原因として作用し、物語の展開に大きな波乱を生じ
ることを指摘する。また、嫉妬のような、女性の揺れ動く恋愛感情を細かく表現している
ことが、関漢卿作品独特の女性形象を生み出す理由の一つであることを指摘する。  
第二部「白仁甫『梧桐雨』雑劇に関する考察」では、関漢卿と並んで元雑劇四大作家の
一人と目される白仁甫の『梧桐雨』雑劇についての考察が展開されている。第一章「『梧
桐雨』雑劇の中秋月宮行」では、『梧桐雨』雑劇の重要なプロットである、玄宗皇帝の月
宮行について、それが唐宋時代から存在していた月宮行の物語を応用したものであり、玄
宗が中秋に月宮に行って嫦娥に会ったことが、息子の妃であった楊貴妃を横取りするきっ
かけとなっていることを指摘し、さらに、『天宝遺事諸宮調』の内容と併せ考えることに
よってその間の経緯がより一層理解しやすくなることを実証している。第二章「『梧桐雨』
雑劇の晩秋の季節」は、『梧桐雨』雑劇の背景となる季節描写について論じたものである。
天宝年間に起こった安禄山の反乱の後、楊貴妃が馬嵬坡で死ぬ場面は、『旧唐書』では「六
月」、すなわち真夏のこととされているが、『梧桐雨』雑劇ではそれが晩秋の季節に変更
されている。本論考では、白仁甫がそうした史実を知りながら、永別に伴う悲愁を醸し出
すために敢えて季節を晩秋に変更したことを指摘するとともに、玄宗の夢に楊貴妃の亡霊
が登場する場面で西風が吹くのは、玄宗に馬嵬坡の悲劇を想起させるための工夫であるこ
とを指摘する。  
以上、第一部と第二部では、元雑劇四大作家のうち、関漢卿と白仁甫の主要な作品を取
り上げ、劇中の登場人物、とくにヒロインとしての女性の感情や、物語の背景となる季節
の描写を細かく分析することによって、従来見落とされてきた作品の特徴と作劇の手法を
明らかにしている。  
第三部は、金元代に流行した「諸宮調」と呼ばれる語り物文学のうち、王伯成の『天宝
遺事諸宮調』を考察の対象としたものである。第一章「『天宝遺事諸宮調』の物語展開と
季節描写」では、元代の語り物『天宝遺事諸宮調』に描かれる季節描写が物語の展開と意
図的に関連づけられていることを指摘し、そのことが作品全体の構成にも大きな影響を及
ぼしていることを論じている。第二章「『天宝遺事諸宮調』の輯録状況について」は、複
数の曲譜に散在する『天宝遺事諸宮調』の残曲を丹念に収集してその本来の順番を再検討
し、先行研究の不備を補っている。また、第三章「『天宝遺事諸宮調』における海棠と蓮
の描写」では、楊貴妃の形象が植物の「海棠」や「芙蓉」などと深く関連づけられている
ことに着目し、その理由と文学的効果を論じたものである。  
第四部では「三国劇に関する考察」が展開されている。ここには「三国劇」に関する三
篇の論考が収録されている。第一章「元雑劇の関羽像 ～神格化の表現を中心として～」
においては、元雑劇の作品における関羽の神格化にまつわる表現を細かく検討し、関羽が
荊州を治める時期以降の作品において神格化が顕著になる傾向が認められることを指摘す
る。第二章「二十一世紀の京劇と三国志」では、今世紀の京劇の中の新編劇を対象として、
「三国劇」という視点を切り口としてその特徴を論じ、今後の展望にも説き及んでいる。
第三章「現在の京劇における三国志の描かれ方 ～伝統劇を中心として～」では、現在の
京劇の伝統的演目の中で、「三国志」の人物や物語がどのように演じられているかを検討
したものである。古典劇から現在の京劇までを一通り概観することによって、「三国劇」
の登場人物の形象や表現のあり方が底辺において繋がっていることを指摘している。  
 
 
論 文 審 査 結 果 の 要 旨 
論文内容の要旨に示した各章の個別の論題からも見てとれるように、申請者は、本論文
の第一部第一章「関漢卿の恋愛劇における〈もの思い〉の位置」および第二章「女性の嫉
妬から見た関漢卿の恋愛劇」において、元雑劇の代表的作家として定評のある関漢卿の六
種の恋愛劇、『拝月亭』・『謝天香』・『金線池』・『調風月』・『救風塵』・『望江亭』について、
その構成手法や表現方法を細かく検討し、さらに、登場人物相互の心理描写を詳細に分析
することによって、当該作品が他の作家の類似の作品群と截然と区別されるべき特色を有
する事実を明らかにし、作家の非凡な作劇能力を再評価している。また、如上の二篇の論
考において、申請者は雑劇作品中に見られる表現、とくに女性の感情に関する表現を具体
的かつ緻密に分析し、当該雑劇作品が元代を代表する一大文学と見なされる所以はどこに
あるかといった、元雑劇の文学性に関わる重要な問題に深く踏み込み、それらを明らかに
するための示唆に富んだ結論を導き出している。 
続く第二部においては、関漢卿と並んで元雑劇屈指の作家として定評の高い白仁甫の
雑劇『梧桐雨』を俎上に上し、そこに盛り込まれた個別のプロットについて、関連する
文献を精査した上で実証的な考証を展開している。雑劇『梧桐雨』は玄宗皇帝と楊貴妃
のロマンスを描いた恋愛悲劇であるが、玄宗が息子の嫁であった楊貴妃を手中に収める
契機となる説話の存在を指摘することによって、物語の進行に一定の合理性が認められ
ることを明らかにし、さらに、背景としての季節の描写を夏から秋に意図的に変更する
ことによって、楊貴妃との死別を余儀なくされた玄宗皇帝の悲哀が強調されていること
を指摘する。文学作品が歴史的事実を踏まえながらも必要な改変を施していく実態を窺
う格好の例を提供してくれるものであり、それは同時に、今後の古典戯曲作品の再評価に
あたっても有益な指針を提供し得るものと判断される。 
続く第三部では、白仁甫の『梧桐雨』との関連において、その前身的作品とも言える王
伯成の『天宝遺事諸宮調』が検討の俎上に上され、ここでも、背景としての季節描写に関
する詳細な分析を通じて両作品の文学性が再検討されている。所謂「諸宮調」は、金代か
ら元代にかけて中国の北方を中心として広まったとされる語り物の文学であり、現在その
存在が知られているものとしては、『劉知遠諸宮調』・『董解元諸宮調』・『天宝遺事諸宮調』
などがあるが、本論文で考察の対象とされている『天宝遺事諸宮調』は清代初期に散逸し、
およそ六十種の断片的な曲辞が各種の曲譜に収録されて残存している。そのような状況の
中で、申請者は現在目睹しうる全ての残曲を丹念に収集整理し、自身の見解に基づいてそ
の本来の姿を再現し、先行研究の結論に対して新たな問題提起を行っている。また、ヒロ
インとして登場する楊貴妃の形容として、「海棠」や「芙蓉」、あるいは「蓮」や「荷」な
どの植物の描写が多用される点に着目し、それらの表現がある種の美意識に基づいて意図
的に用いられていることを指摘している。古来、中国の文学作品においては、文学性を高
めるための比喩表現は必要不可欠のものであり、伝統文学、通俗文学を問わず広範に追求
されてきた重要なテーマの一つであるが、白仁甫の『梧桐雨』においてもそうした効果を
生み出すべく意識的に頻用されていることを明らかにしている。 
また、第四部では関漢卿の表現手法との関連から、現代に受け継がれている新編「三国
劇」に関する考察が展開されている。申請者はかつて高級進修生として北京の中央戯劇学
院に二年間留学した経験を有し、現地に滞在していた際の観劇の経験が着実に活かされて
いるものと判断される。 
以上、本論文の第一部から第四部までに収録された個別の論考について、その内容を詳
しく検証し、併せて、論証によって得られた成果を概観した。総じて言えば、元雑劇作品
に対する申請者の着眼点はいずれも、先行研究には見られない斬新なものであり、また、
そうした視点のもとに展開される論証の背後に確かな資料の裏付けがあるため、当然の帰
結として、そこで得られた結論は合理性に富んだ、説得力のあるものとなっている。 
審査結果の要旨は以上によってほぼ尽くされたものと思量するが、ここで敢えて以下の
言葉を付加しておく。 
申請者は過去二十年間にわたって、日本および中国の学会において研究発表を行い、査
読が義務付けられている学術雑誌にも多くの注目すべき論文を発表してきた。査読誌に掲
載された主な論文は以下の通りである。 
 
 1 「女性の嫉妬から見た関漢卿の恋愛劇」（『中国古典小説研究』第 4 号・1998）  
 2 「関漢卿の恋愛劇における〈もの思い〉の位置」（『饕餮』第 7 号・1999） 
 3 「康煕『万寿聖典』戯台図考釈」（『中華戯曲』第 40 輯・2009）  
 4 「『天宝遺事諸宮調』の物語展開と季節描写」（『中国古典小説研究』第 15 号・2010） 
 5 「二十一世紀の京劇と三国志」（『三国志研究』第 8 号・2013） 
 6 「『梧桐雨』雑劇の晩秋の季節」（『日本中国学会報』第 66 集・2014）  
 
今回提出された学位申請論文「中国古典戯曲における人物形象の研究～元雑劇の愛情描
写を中心として～」は、以上のような査読誌に掲載された諸論考の基礎の上に立ってこれ
を新たに練り直したものであり、学位申請論文の論題として掲げられたテーマが、過去二
十年間にわたって周到に準備されたものであることをうかがい知ることができる。さらに、
以上は査読付きの学術誌に掲載された論文のみであるが、これら以外にも、申請者は大阪
市立大学中国学会の機関誌や雑誌『東方』にも京劇や中国古典文献に関する記事を多数連
載しており、また、日本国内および中国の戯曲関連学会においても、多くの研究発表を行
い、中国の古典戯曲における登場人物の分析を中心とする研究課題に精力的に取り組んで
いる。 
 近年、学問の世界にもグローバル化が進行し、学際的な研究が注目を浴びる傾向にある
ことは周知の通りであるが、特定の作家の個別の作品を通してその文学史上の貢献を再検
討する試みも、前者に劣らず文学研究の重要な課題の一つであると考えられる。申請者・
桜木陽子氏の学位申請論文は、そのような課題に応えるための確かな一里塚として位置づ
けることができ、本論文で試みられた方法論は、今後も引き続き各種の作品分析に対して
有効な手段となり得るものである。 
よって、本論文は博士論文として価値あるものと認める。 
 
 
